
第３学年理科学習指導案 

日 時  平成２３年９月２２日（木）５校時 
場 所 体育館  

                               児  童 ３年２組 男１９名 女１４名 計３３名 
授業者 柴田 正徳 

 
日 時  平成 23 年 11 月 11 日（金）２校時 
場 所 体育館  

                               児  童 ３年１組 男 19名 女 15名 計 34 名 
授業者 小田嶋 恵美 

 
１ 単元名 「６ 風やゴムで動かそう」 新しい理科３ （東京書籍 Ｐ８４～９５）  
 
２ 単元に関わる「理科の力」について 
 
理科の力 第３学年「風やゴムの働き」 

子どもがも
っていると
思 わ れ る
力・体験 

（１） 科学的なリテラシー   
①  風やゴムには、物を動かす働きがあること  

（２）資質・能力面 
① ゴムを伸ばしたりねじったりするとゴムは縮んだり元に戻ったりすること。（１・２年生活科） 
② ヨットや凧は風で動くこと。（生活経験） 

（３）体験 
① 風の力を用いたおもちゃで遊んだ経験（風車、風で動く車等） 
② ゴムを伸ばしたりねじったりした経験（パチンコ、ゴム鉄砲等） 

子どもに育
てたい力 

（１）科学的なリテラシー（エネルギーの見方） 
① 風は、風力などにより調整することができること。 
② ゴムの力は伸び縮みなどにより調整することができること。 

（２）問題解決の能力 
① 風やゴムの力を体感しながら強さを変え、物が動く様子を表に整理し比較しながら目的に応じ
て風やゴムの力を調整しようとする能力を育てる。 

（３）言語活動 
① 風の強さやゴムの伸びと物の動きの関係を視覚的にとらえさせ、表にまとめること。 
②  実験結果を比較し、風やゴムの性質やその働きについて自分の考えを説明すること。 

 
３ 本単元提案内容 
 

提案内容 第３学年「風やゴムの働き」 

理科授業として （１） 仮説 1 に関わって 
① 風の力やゴムの力を使って遊ぶなどの自由試行する中で、感じたことや疑問をもとに課題設

定を行う。また生活科で動くおもちゃを作ったことを想起させ、ゴムを提示し、風と比べな
がら学習を進められるようにする。 

（２）仮説２に関わって 
① 教室や校庭、体育館など児童が活動しやすい場を選択し、十分に実験が行えるようにする。

また視覚的にとらえやすいように結果を表に整理する活動や具体的な数値を根拠にして考
察する学習活動を行うようにする。 

（３）仮説３に関わって 
① 実験結果から得たゴムが調整できることが生活の中で生かされていることを提示し、実感を

もたせるようにする。 
指導要領との関
連から 

（１）「物質・エネルギー」単元のエネルギーの見方 
  ①条件を制御して実験を行い、運動の規則性について調べること。 

② エネルギーの見方や考え方を育てること。 
 
４ 指導計画 （総時数 ９時間） 
 
次 時 第３学年「風やゴムで動かそう」（全９時間） 言 葉 
１ １ 

 
おもちゃを作って動かす方法を考えよう。 
（１） 簡単なおもちゃを作り、風の力で動かす方法を考える。 
（２） 気付いたことや感想を交流し、課題をもつ。 

・風の力 
・ゴムの力 

２・３ 風の強さをかえると物の動き方はどのように変わるのだろう。 
（１）風で動く車をつくる。 
（２）風の強さをかえて、車の動き方の違いを調べる。 

・送風機の使い方 
・風の強弱 
・物を動かす働き 

４ ゴールに車を止める方法を考えよう。 
（１）車をねらったところに止めるゴールインゲームをする。 

・風の強さの調節 

２ ５・６ ゴムはどのような働きがあるのだろう。 
（１）ゴムを使って遊び、ゴムの弾性によって物が動くことを体感し、気付い

たことや感想を交流し、課題をもつ。 
（２）風の力との違いについてまとめる。 
ゴムで動く車を作ろう。 
（１） 輪ゴムが元に戻ろうとする力で動く車を作る。 

・ゴムの伸び 
・せいしつ 
・風の力との違い 



７ ゴムを使って車を速く遠くまで走らせる方法を考えよう。 
（１）輪ゴムを使って車の動く距離を調べる。 
（２）輪ゴムののばし方を変えて調べる。 

・ゴムの変化（伸び、
縮まり方） 

・物を動かす働き 
８ ゴールに車を止める方法を考えよう。 

（１）車をねらったところに止めるゴールインゲームをする。 
（２）風と同じように力を調節すればよいことに気付く。 

 
・ゴムの伸びの調節 

 

９ 風の力やゴムの力について学習したことをまとめよう。 
（１）風やゴムには、物を動かす働きがあること。 
（２）力を調節することによって、物の動きが調節できること。 

 

 
５ 本時の目標と支援のポイント 

 
 
６ 本時の評価規準 
 

規 準 第３学年「風やゴムの働き」【科学的な思考・表現】 
十分満足できると判
断される状況 

前時の数値や実験結果の数値からゴムを伸ばす長さを予想し、ゴムの力を調節することがで
きると共に、説明することができる。 

満足できると判断さ
れる状況 

前時の数値や実験結果の数値からゴムを伸ばす長さを予想し、ゴムの力を調節することがで
きる。 

規準に達しない児童
への具体的な支援 

前時の表やグラフの意味を説明し、目的に合わせてゴムを伸ばす量を考えることができるよ
うにする。 

 
７ 学習内容の定着を図るための手立て 

 
８ 本時の展開 

手立て 第３学年「風やゴムの働き」【科学的思考・表現】 
科学的な思考・表現を育て
るための手立て 

仮説をもって実験し、力の調節が実験結果にどのような影響を与えたかを検討できるよう
にする。 

次時につなげるための手
立て 

次時の風やゴムの力についてのまとめにつながるよう風との共通点にふれるようにする。 

小中連携への手立て 本単元での学習を発展させることにより、エネルギーの見方、エネルギーの変換と保存、
エネルギー資源の有効利用について考える場面を設定していきたい。 

適用力を育てるための手
立て 

風やゴムの力をエネルギーととらえ（エネルギーの見方）、それを物の動きに変換（エネ
ルギーの変換）することができる事に気付き、風やゴムの力を調節することで省エネの大切
さに気付くようにしていきたい。 

単元名 第３学年「風やゴムで動かそう」 
本時の目標 ゴムの伸ばし方の調節によって、物の動きを調節できることに気付く。 

支援のポイント ① これまで学習したことを根拠にしながら予想する。 
② 結果を交流し、結果と力の調節を関係付け、比較する。 
③ 風と比較し、結論をまとめさせるようにする。 

段階 学習内容 体験 言葉と思考 具体的な支援 

つ 
か 
む  
10  
分 

１ 前時の学習を想起する。 
 ・ゴムを伸ばす長さによって車の動く距離

に違いがあったことを確認する。 
 
２ 課題を把握する。 
ゴールに車を止める方法を考えよう。 

 
・実験結果の確認 

 ・結果のグラフを提示
し、確認する。 

 
学 
び 
合 
う 
 
30分 

３ 予想する。 
 ・車を決められた範囲内に止めるように、

ゴムを伸ばす長さを考える。 
 
 
 
 
 
４ 実験・記録をする。 
・実験方法の確認 
・ゴムを伸ばす長さをかえ、決められた範
囲に車を止めること。 

・実験を行い、結果を記入する。 
 
 
 
 
 
 

 
・前時の結果を根拠に
予想する。 

 
 
 
 
 
・既習を生かし、予想
をもって実験をす
る。 

・「予想・実験・見直
し」を繰り返し、結
果を比較し適切な
ゴムの伸びを考え
る。 

 

予想 
○～すれば～に
なるだろう。 

☆評価 
 
 
・ゴムを伸ばす 

 
長さと動い
た距離 

【比較の文型】 
〇は～だけど、
△は～だ。〇の
時より△は～
だ。〇と同じで
△も～だ。 
 
 
 

・話型を提示し予想を
立てられるように
する。 

 
 
 
 
 
・前時の結果を根拠に
目的に合わせてゴ
ムを伸ばす量を考
え予想できるよう
にする。 

・目的地に車を止める
ことができた児童
には、再度実験をさ
せる。（再現性） 

・グラフに各班の実験
結果を点で表し、視 

本時 

前時の数値や実験結果の数値からゴ
ムを伸ばす長さを予想する。 

・前の時間は○ｃｍにすると、○ｍ走っ

た。だから、長さをうまく変えれば、ゴ

ールにうまく止められそうだ。 



 
９ 板書計画 
 
 
 課題                       気がついたこと 
  
  
 
予想          結果 
 まとめ 

  
 
 

                                
 
１0  場の構成 （体育館） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
５ 実験結果の確認をする。 
 
 
 
 
６ 実験結果の考察をする。 
・実験結果からいえるきまりは何か考え
る。 

７ まとめをする。 

 
考察 
～して～になっ
たので～だとい
える。 
☆評価 
 
 

 
覚で簡単にとらえ
られるようにする。 

     

振り 
返る 
5 分 

８ 学習の振り返りをする。 
・本時の学習の反省・感想 
・次時の学習の確認 

   

                   （校舎側） 

①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  ⑨グループ 

 

 

 

 

                 

８ｍゴールの線 

 

 

             ９ｍゴール 

（道路側） 

 
 
 

ス
テ
ー
ジ 

ゴール 
（この箱の中に入れば、ゴールとする） 

結果の付箋紙を貼る補助黒板 

 
 
 

黒 
 
 

板 

 
学び合う場 

 

 

机 机 机 

机 机 机 

○一方通行で 

実験を繰り

返していく。 

○結果をその都

度付箋紙で貼

る 

入
口 

入
口 

・ゴムを伸ばす長さを２０㎝ぐらいにす
ればゴールに止めることができそう
だ。 

 

ねらったところに車を止めるには、ゴムをのばす長さを調節する
とよい。 

ゴムの力を調整することができてい
る。 

ゴールに車を止める方法を考えよう。 
・ゴールをこえたらのばす長さを短くする。 
・とどかなかったらのばす長さをながくすると
よい。 

・ゴムをのばす長さ 

・２０㎝~２５㎝の間 
ねらったところに車を止めるには、ゴムをのばす

長さを調節するとよい。 



第 3 学年「風やゴムで動かそう」単元構成図（第２次：５～9 時間） 

☆単元の総括目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  自由試行で得た一人ひとりの気付きを出し合う。 

 

 

 

 

                                   

            

 

 

 

 

○ 全体で情報交換を行い、気付きを  類型化して追究していく課題を設定する。 

   

 

 

                  

 

 

 

○グループ毎に情報交換を行い、仮説をたてる。（～すれば、ゴールに止めることができるだろう。） 

 

 

 

 

○ 実験を繰り返し行いながら情報交換を行い、より確かな実験結果を求める。 

 

    

 

○それぞれの実験結果から気付いたこと、考察し、まとめる。 

         

         ○風の力やゴムの力が使われている身の回りのものについて話し合う。 

生活科などでの体験をもとに、風やゴムの力について、力の強さと物の動き方との関係に興味をもち、

実験を通して、風の強さやゴムの引き方を変えたときの物の動くようすを比較し、風やゴムを動かすは

たらきについての考えをもつことができるようにする。 

 

事物・現象の観察活動（自由試行の場） 

 生活科などで行った「ぴょんぴょんガエル」「ゴムでっぽう」「輪ゴムとばし」などの遊

びを行い、ゴムの力やゴムの長さによって物の動き方がかわることについて様々な課題や

関心をもつ。 

問題②  

ゴムを伸ばす長さを工夫して、ぴったり車

を止めることはできないだろうか。 

・長く伸ばすと、ゴールを過ぎていきそうだ。 

・短く伸ばすと、ゴールまで届かないかもし

れない。 

・伸ばす長さを中間にするとぴったり止まる

のではないか。 

① 強くするには、ゴムを太くするとよさそうだ。 

② ゴムをもっと長くしたら。遠くに飛ばせそうだ。 

③ ゴムが短いと、うまく飛ばないな。 

問題①  

ゴムで動く車は、どこまで速く行くこ

とができるのだろうか。 

ゴムで動く車でいろいろ実験しよう。 

・長く伸ばすと、どこまでもいけそうだ。 

・短く伸ばすと、近くにしか届かないかもし

れない。 

・ゴムは使えば使うほど、弱くなるかもしれ

ない。 

予想 ゴムの伸ばす長さを前の時間の中

間ぐらいの長さにすれば、ゴールにぴっ

たり止めることができるだろう。 

考察 ねらったところに車を止まるに

は、輪ゴムの長さを調節するとよい。 

 

予想 ゴムは伸ばせば伸ばすほど、早く

遠くに車を止めることができるだろう。 

考察 ゴムは伸ばせば伸ばすほど、物を

動かす力が強くなる。 

 

本時 


